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所属（元気な島づくり課）担当者（内野）内線（７２－２２１１    ） 

タイトル 

約 6,000 本のヤブツバキがお出迎え！ 

４年ぶり「地島椿まつり」開催 

概要（発表内容を簡単に記入してください） 

約6,000本のヤブツバキが自生する「椿の島」地島で、第19回「地島椿まつり」を3月11日（土）に開催

します。新型コロナウイルス感染症の影響を受け、今回4年ぶりの開催です。 

当日は、地島の幼稚園児・小学校児童（島の子3名と漁村留学生5名）による、太鼓や三線などのス

テージイベントや、福岡教育大学の教授による「おもしろ科学実験教室」、地島の特産品であるワカメ

のつかみ取りなどを開催。また、ワカメや椿油ごはん等の島の特産品・飲食販売ブースも出店し、様々

な催しで会場を盛り上げます。 

島内には、遊歩道『つばきロード』があり、催しだけでなく、地島の豊かな自然を楽しみながら散策す

ることも出来ます。 

「地島椿まつり」を通して、島の魅力や特産品を多くの方に知っていただき、地域の活性化を目指し

ます。 

内容（発表内容のポイントを記入してください。別紙資料でも可能） 

●日 時  3月11日（土） 10：00～15：00（ステージイベントは11：00頃～） 

●会 場  泊漁港（泊地区） 

●内 容  

-飲食販売（椿油ごはんほか） 

-特産品販売（鮮魚、ワカメ、めかぶ、椿油ほか） 

-ステージイベント 

（幼稚園・小学生音楽演奏、おもしろ科学実験教室、ワカメつかみ取り、宝の一本釣り） 

-小学生手作りパンフレット配布（漁港にて） 

-椿ロードウォーク（観光ボランティア説明あり） 

 椿を愛でながら散策が出来る全長5㎞の「椿ロード」。天気が良ければ50キロ先の 

沖ノ島を望むことができる倉瀬展望台や沖ノ島展望台、大敷展望台、厳島神社、 

泊会場の5か所に観光ボランティアが待機し、各所で見どころや歴史を解説します。 

 

※天候により、内容が変更となる可能性があります。 

少雨決行。（中止の場合は、10日(金)午前中にお知らせ） 

●主 催  元気な地島づくり協議会 

 

※別紙：第１８回地島椿まつりの様子 

※取材をご希望の際は、3月 8 日（水）17：00 までに、担当者へご連絡ください。 

本件に関する報道関係者の方のお問合せ先（所属、担当者名、電話） 

元気な島づくり課元気な島づくり係  担当：内野   0940-72-2211（大島行政センター） 

 


